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２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１（suppl．１）：A２３６（O‐２３３）．

１２ 磯田広史，江口有一郎，水田敏彦，堀江弘子，北島陽一郎，黒木茂高，尾崎岩太，安西慶三，小野
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A５９２（肝 P‐２６７）．

１７ 北島陽一郎，江口有一郎，藤本一眞：非アルコール性脂肪性肝炎の進展には骨格筋の脂肪化が関連

する．第４６回日本肝臓学会総会．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１（suppl．１）：A４４（PD‐１０）．

１８ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，桑代卓也，大枝 敏，高橋宏和，河

口康典，水田敏彦，尾崎岩太，安西慶三，小野尚文，江口尚久，小泉俊三，藤本一眞，角田圭雄：

非アルコール性脂肪性肝炎の進展と骨格筋脂肪化との臓器関連．第１４回日本肝臓学会大会．２０１０，

１０，１３‐１４．肝臓 ５１（Suppl．２）：A５５３（肝 P‐１０９）．

１９ ○黒岩智子，碇 由美，黒岩弘子，今福ひろみ，前間真弓，福山 惠，林 章浩，三好 篤，水田敏

彦：職種機能別役割分担により低栄養状態を改善できた高齢潰瘍性大腸炎の一例－看護師の機能特

性を生かして－．第２５回日本静脈経腸栄養学会．２０１０，２，２５‐２６．静脈経腸栄養 ２５：３４７（P‐

０６９）．

２０ 桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：時代的変遷からみ

た肝細胞癌治療と予後の変化．第１４回日本肝臓学会大会．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１（Suppl．２）：

A６１９（肝 P‐３７６）．

２１ ＊目連順子，安西慶三，福嶋陽子，永石綾子，村瀬邦崇，竹之下博正，工藤忠睦，蘆田健二，明比祐

子，井上展聡，坪井義夫，柳瀬敏彦：重症無自覚性低血糖の頻発により脳波異常をきたした膵島移

植希望の１型糖尿病の１例．第５３回日本糖尿病学会年次学術集会．２０１０，５，２７‐２９．糖尿病 ５３

（suppl．１）：S‐２９４．

２２ 水田敏彦，河口康典，江口有一郎，大座紀子，大枝 敏，桑代卓也，尾崎岩太：Insulin resistance-oriented

intervention programにより難治性 C型慢性肝炎の PEG-IFN+ribavirin治療効果は改善する．第４６回

日本肝臓学会総会．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１（suppl．１）：A１５８（O‐７７）．

２３ 水田敏彦，河口康典，小林由実，江口有一郎，安西慶三，藤本一眞：C型肝炎の ALT値に対する

metabolic factorsの関与．第３１回日本肥満学会．２０１０，１０，１‐２．肥満研究 １６ Suppl：１７９（P‐
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１８ 久我公美子，河口康典，桑代卓也，御塚加奈子，水田敏彦，藤本一眞：アロプリノール投与にて不



幸な転帰をとった１例．第２８９回日本内科学会九州地方会．２０１０，５，２９．

１９ ＊蔵藤利暢，小川秀一郎，甲斐裕次，高上悦志，和泉賢一，安西慶三，近藤しおり，松尾友仁，栗崎

宏憲，勝田 仁，永淵正法：マウス脳心筋炎ウイルス（EMCV）誘発糖尿病における防御機構と性

差．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２０１０，１１，１９．

２０ 桑代卓也，高橋宏和，磯田広史，大枝 敏，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，江口尚

久，小野尚文：Acoustic Radiation Force Impuls (ARFI) elastographyによる慢性肝疾患患者の肝線維化

評価．日本超音波医学会第２０回九州地方会．２０１０，１０，３．

２１ 大枝 敏，桑代卓也，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：ステロイド先行イ

ンターフェロン療法にて良好な治療効果が得られた HCV-RNA陽性自己免疫性肝炎の２症例．第９５

回日本消化器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．抄録集：消１６０．

２２ 岡田倫明，小野尚文，磯田広史，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦，江口尚久，藤本一眞：胆管空

腸吻合術後繰り返す胆管炎に合併した肝炎症性偽腫瘍の一例．第９６回日本消化器病学会九州支部例

会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集：p１６６（専３７）．

２３ ＊岡田貴典，和泉賢一，上田陽子，横田英介：愛媛県松山市北条地区における日本紅斑熱とツツガム

シ病の自験例．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２０１０，１１，１９．

２４ 小野尚文，岡田倫明，江口尚久，磯田広史，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：造影３D-USの現

状．日本超音波医学会第２０回九州地方会．２０１０，１０，３．

２５ 小野尚文，岡田倫明，江口尚久，磯田広史，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：腹部超音波教育に

おける Volume Navigation Systemの応用．日本超音波医学会第２０回九州地方会．２０１０，１０，３．

２６ 高木佑介，小島基靖，河田望美，和泉賢一，吉村 達，安西慶三：代謝性アシドーシスの鑑別に苦

慮した２型糖尿病の１例．第２９０回日本内科学会九州地方会．２０１０，８，２８．

２７ ○多胡雅毅，吉岡経明，江口仁，江口尚子，藤原元嗣，内藤優香，松永 諭，副島 修，桑代卓也，

江口有一郎，石井賢治，江村 正，小泉俊三：抑肝散による薬物性肝障害の１例．第９５回日本消化

器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．抄録集：消１６４．

２８ ＊手島佳代子，梶西ミチコ，堀田綾美，安西慶三，竹之下博正，橋本陽子，目連順子，永石綾子，工

藤忠睦，蘆田健二，明比祐子，竹内一馬，田代 忠，大滋弥裕之，柳瀬敏彦：福岡市で開催したフッ

トケア市民公開講座イベントの開催報告．第４８回日本糖尿病学会九州地方会．２０１０，１０，２９‐３０．

抄録集：６８．

２９ 横尾摩耶，磯田広史，江口有一郎，大枝 敏，桑代卓也，岩根紳治，河口康典，水田敏彦，尾崎岩

太，小野尚文，江口尚久，中山真一，藤本一眞：C型慢性肝炎に対する Peg-IFN+Ribavirin併用療

法中に抑うつ状態を呈し，IFNβ+Ribavirin併用療法に変更し治療継続できた２症例．第９６回日本消

化器病学会九州支部例会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集：p１８９（研６０）．

その他の学会

１ 安西慶三：膵 β 細胞を保護する新しい糖尿病治療戦略．有田地区糖尿病勉強会．２０１０，１，１７．

２ 安西慶三：糖尿病の新しい治療戦略．鳥栖三養基医師会学術講演会．２０１０，１，１８．

３ 安西慶三：膵 β 細胞機能を考えた糖尿病治療．第３１回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公

開講座．２０１０，１，２１．

４ 安西慶三：膵 β 細胞を保護する新しい糖尿病治療戦略．有田地区糖尿病勉強会．２０１０，１，２７．

５ 安西慶三：膵 β 細胞を保護する新しい糖尿病治療戦略．佐賀県西部地区生活習慣病研究会．２０１０，



２，１７．

６ 安西慶三：佐賀県の糖尿病医療の展望．第４８回佐賀糖尿病内分泌懇話会．２０１０，２，１８．

７ 安西慶三：糖尿病の最新治療．第１３２回愛媛糖尿病同好会．２０１０，２，２６．

８ 安西慶三：肥満糖尿病治療の実際．佐賀県医師会学術講演会．２０１０，３，１９．

９ 安西慶三：膵 β 細胞を保護する新しい糖尿病治療戦略．天草２部会講演会．２０１０，３，２５．

１０ 安西慶三：佐賀県の糖尿病療養指導士と医師の連携について．第３４回佐賀大学医学部附属病院糖尿

病療養指導公開講座．２０１０，４，１．

１１ 安西慶三：膵島機能を考えた最新の糖尿病治療．度筑後糖尿病療養指導士総会．２０１０，４，１０．

１２ 安西慶三：糖尿病の合併症にならないために－足もとから健康に－．唐津糖尿病市民公開講座．

２０１０，４，１０．

１３ 安西慶三：膵 β 細胞を保護する新しい糖尿病治療戦略．沖永良部医師会講演会．２０１０，４，１６．

１４ 安西慶三：糖尿病治療の実践．医師連携の会．２０１０，４，２２．

１５ 安西慶三：インスリン治療の多様性と問題点．第１１５回宮崎県糖尿病懇話会例会．２０１０，５，８．

１６ 安西慶三：私たちのできること．佐賀糖尿病療養指導士会研修会．２０１０，５，９．

１７ 安西慶三：糖尿病治療薬の選択．神崎市郡医師会学術講演会．２０１０，５，１０．

１８ 安西慶三：糖尿病血管合併症をいかに防ぐか．佐賀県医師会学術講演会．２０１０，５，１３．

１９ 安西慶三：実地臨床における糖尿病治療．伊万里・有田地区三師会学術講演会 第３回伊万里糖尿

病カンファレンス．２０１０，６，２．

２０ 安西慶三：膵移植治療の適応症例について．第１１０回筑後地区内分泌代謝疾患症例検討会．２０１０，

６，１７．

２１ 安西慶三：インスリン療法．第１４回福岡県佐賀県糖尿病療養指導士・筑後佐賀地区研修会．２０１０，

７，４．

２２ 安西慶三：高齢者糖尿病にどう向き合うか．佐賀県医師会内科医部会講演会．２０１０．７．２２．

２３ 安西慶三：合併症予防のための医療連携．第１４５回川副アーベント．２０１０，８，２６．

２４ 安西慶三：糖尿病合併症をいかに防ぐか－自分の足を大切にしていますか？－．第８９回市民糖尿病

教室．２０１０，８，２８．

２５ 安西慶三：糖尿病医療連携に求められるもの．第２回呉生活習慣病地域連携パス研究会．２０１０，９，

３．

２６ 安西慶三：佐賀県の現状．第一回糖尿病栄養指導管理栄養士研修会．２０１０，９，９．

２７ 安西慶三：糖尿病の最近の治療．博多区内科医会学術講演会．２０１０，９，１４．

２８ 安西慶三：糖尿病について．第二回糖尿病栄養指導管理栄養士研修会．２０１０，９，３０．

２９ 安西慶三：糖尿病の治療について．第三回糖尿病栄養指導管理栄養士研修会．２０１０，１０，６．

３０ 安西慶三：インクレチン製剤の使用経験．第４０回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公開講座．

２０１０，１０，７．

３１ 安西慶三：糖尿病の合併症について．第四回糖尿病栄養指導管理栄養士研修会．２０１０，１０，１３．

３２ 安西慶三：糖尿病合併症にならないために－自分の足を大切にしていますか？－．武雄市民糖尿病

教室．２０１０，１０，２３．

３３ 安西慶三：インクレチン製剤の使用経験と今後の期待．唐津東松浦医師会学術講演会．２０１０，１０，

２７．



３４ 安西慶三：最新治療．第５回１型糖尿病セミナー．２０１０，１１，２０．

３５ ○江口有一郎：エゼチミブの NAFLD合併高コレステロール血症に対する有用性の検討．佐賀肝炎治

療研究会．２０１０，３，３１．

３６ ○江口有一郎：B型肝炎の最新治療．佐賀 B型肝炎地域連携懇話会．２０１０，４，３０．

３７ 井上佳奈子，岩根紳治：特異な肝エコー所見を呈した肝膿瘍の１例．第４７回佐賀県立病院好生館肝

疾患カンファランス．２０１０，１０，２１．

３８ 磯田広史：超音波検査における注意点：肝硬変症．第５回佐賀超音波懇話会．２０１０，２，１６．

３９ 磯田広史：PEG-IFNα-2a+Ribavirin併用療法中に強い精神的副作用を認めたため，IFNβ+Ribavirin併

用療法に変更した C型慢性肝炎の１例．第９９回佐賀肝臓懇話会．２０１０，２，２６．

４０ 磯田広史，江口有一郎，桑代卓也，水田敏彦，小野尚文，江口尚久，松尾智子，野中美穂，松瀬実

千代，黒岩邦子，白濱美樹，小泉俊三，藤本一眞：C型慢性肝炎に対する PEG-IFN/Ribavirin併用

療法（PEG+R）の身体的・精神的副作用には性差がある．第６回消化器病における性差医学・医

療研究会．２０１０，７，１７．プログラム・抄録集：P‐２４（１１）．

４１ 和泉賢一：高齢者糖尿病について．第３８回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公開講座．２０１０，

８，５．

４２ 河口康典：EPOCH中間報告の検討．佐賀肝炎治療研究会．２０１０，３，３１．

４３ 河口康典：今，佐賀の肝癌はどうなっているのだろうか？－３次医療機関の現状－．第１３回佐賀県

医師会癌検診会肝癌部会研修会．２０１０，７，２３．

４４ 河口康典：インスリン感受性良好な C型慢性肝炎に対する PEG-IFN/RBV療法の治療成績．Hepati-

tis C Forum２０１０．２０１０，８，２１．

４５ 河口康典：C型慢性肝炎に対するペガシス／コペガス併用療法の効果．佐賀肝疾患治療戦略研究会．

２０１０，１０，６．

４６ 河口康典，水田敏彦：インスリン抵抗性を指標とした C型慢性肝炎治療戦略．第６回九州 C型肝

炎研究会難治例ワーキンググループ検討会．２０１０，１，９．

４７ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，高橋宏和，水田敏彦，尾崎岩太，藤

本一眞，堀江弘子，平川美智子，小野尚文，江口尚久，吉岡経明，小泉俊三：非アルコール性脂肪

性肝炎（NASH）の病態進展における骨格筋脂肪化の意義．第１８回肝病態生理研究会．２０１０，５，２６．

４８ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，高橋宏和，水田敏彦，尾崎岩太，藤

本一眞，小野尚文，江口尚久，小泉俊三：非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）の病態進展と骨格

筋脂肪化．第一回 JSG-NAFLD研究会．２０１０，５，２７．

４９ 桑代卓也：肝細胞癌右副腎転移の一例．第１２回北九州肝癌治療研究会．２０１０，４，３．

５０ 桑代卓也：当院における進行肝癌の治療成績．第２回佐賀肝癌治療研究会．２０１０，５，１３．

５１ 桑代卓也：治療早期より著明な画像変化を呈した Sorafenib投与進行肝細胞癌の一例．第３回佐賀

肝癌治療研究会．２０１０，１１，５．

５２ 桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：当院における肝細

胞癌治療と予後の時代的変遷．第４６回日本肝癌研究会．２０１０，７，８‐９．プログラム・抄録集：

P‐１７９（P１３‐４）．

５３ ○三好 篤，甲斐敬太，神谷尚彦，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，北原賢二，能城浩和，宮崎耕

治：長期予後を目指した肝切除を中心とした肝細胞癌治療：第４６回日本肝癌研究会：２０１０，７，



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 安西 慶三 私立大学戦略的研究基盤形
成支援事業

（分担研究者） 身体活動の研究拠点形成 １，０００

８‐９：プログラム・抄録集：P‐１８１（P１４‐３）．

５４ 水田敏彦：インスリン抵抗性と C型肝炎治療．宮崎県肝疾患治療カンファレンス．２０１０，４，２８．

５５ 水田敏彦：C型肝炎における metabolic factorの重要性．第１４回臨床肝臓研究会．２０１０，９，３．

５６ 大枝 敏，水田敏彦，桑代卓也，大座紀子，岩根紳治，高橋宏和，河口康典，江口有一郎，尾崎岩

太：「生存年齢」からみた肝細胞癌の予後の検討．第４６回日本肝癌研究会．２０１０，７，８‐９．プロ

グラム・抄録集：P‐１７９（P１３‐５）．

５７ 大座紀子，江口有一郎，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，尾崎岩太，水田敏彦：集学的治療で制御

できている進行混合型肝癌の１例．第４６回日本肝癌研究会．２０１０，７，８‐９．プログラム・抄録

集：P‐１４９（O３‐６）．

５８ ○尾崎岩太：佐賀県の B型肝炎の現状．佐賀 B型肝炎地域連携懇話会．２０１０，４，３０．

５９ ○尾崎岩太：佐賀県の肝癌－過去，現在，未来－．第１３回佐賀県医師会癌検診会肝癌部会研修会．２０１０，

７，２３．

６０ 高橋宏和：超音波検査における肝線維化の新たな評価法．第５回佐賀超音波懇話会．２０１０，２，１６．

６１ 高橋宏和，江口有一郎，岩根紳治，水田敏彦，桑代卓也，大枝 敏，河口康典，和泉賢一，安西慶

三，尾崎岩太，藤本一眞：酸化ストレスマーカー「血清 d-ROMs値」と C型慢性肝炎の病態―抗

ウイルス治療前後での挙動．第７回酸化ストレスと肝研究会．２０１０，１１，１３‐１４．プログラム：一般

演題（１５）．

６２ 高橋宏和，水田敏彦，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，尾崎岩

太，藤本一眞：C型慢性肝炎からの発癌における糖代謝異常が及ぼす影響．第４６回日本肝癌研究会．

２０１０，７，８‐９．プログラム・抄録集：P‐８５（SY２‐５）．

研究助成等


